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研究成果の概要（和文）：社会的孤立は「健康の社会的決定要因」の１つともいわれている。JAGESとELSAとい
う日英の高齢者を対象にした大規模疫学調査データを用いて、1.孤立状態に陥る高齢者の基本属性、2.高齢者の
社会的孤立が死亡や健康状態へ及ぼす影響、3.社会的孤立によって健康喪失した高齢者数、等で比較検討した。
本研究の結果、日英で共通して、高齢者の社会的孤立が抑うつ傾向や喫煙、口腔衛生、早期死亡に関連している
こと、日本社会では孤立しがちな高齢者が顕著に多いため、深刻な孤立状態による早期死亡が年間1.8万人程度
に及ぶこと（英国では1800人程度）等が確認された。社会的孤立対策の推進が必要であること等が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Social isolation is one of social determinants of health. We compared 
following points in Japan and England: 1) characteristics of social isolation among older adults, 2)
 association between social isolation and health behavior or mortality, and 3) population 
attributable fraction of social isolation. We used two large scale epidemiological ageing cohort 
data: Japan Gerontological Evaluation Study (JAGES) in Japan and English Longitudinal Study of 
Ageing (ELSA) in England. We confirmed that social isolation among older adults was significantly 
associated with depressive symptoms, smoking, oral health, and mortality in both countries. Since 
proportion of social isolation was remarkably higher in Japan, the severe social isolation among 
older adults was attributed to around 18,000 premature deaths annually in Japan, in contrast with 
around 1,800 in England. Nationwide promotion of social participation and relationships is necessary
 in Japan to combat social isolation among older adults.

研究分野： 社会福祉
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研究成果の学術的意義や社会的意義
英国政府では社会的孤立や孤独による国の経済的損失が年間320億ポンド（約4.9兆円）に上ると推計している。
日英で孤立しがちな高齢者の特性には相違はないが、日本社会は孤立しがちな高齢者が顕著に多いこと、孤立状
態による早期死亡のインパクトは英国よりも大きく、社会的孤立対策の推進が必要であることなどが示唆され
た。本研究を通じて、8本（うち、査読付の国際誌6本）の論文を発表することができた。日英の大規模コホート
データの比較研究の基盤を整備し、研究成果を発信できたことの学術的意義も大きいと思われる。今後、英国の
動向を見つつ、さらなる研究を進め、社会的孤立の予防・軽減にむけた社会環境要因の探求を図りたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

｢家族やコミュニティとほとんど接触がない状態（Townsend 1963）｣を社会的孤立という。

国内ではかつて 1970 年代に都市における社会関係の希薄化という文脈で注目されたが、そ

の後、阪神淡路大震災後の孤立死、集合住宅での白骨死・腐敗死、所在不明高齢者問題、ゴ

ミ屋敷問題、無縁社会、セルフネグレクト（自己放任）といったトピックが取り上げられる

中で、再び身近な「問題」として再認識されるようになった。 

近年、社会的孤立が「健康の社会的決定要因（Social determinants of health）」の１つである

ことが明らかにされつつある。日本の高齢者約 1.2 万人を 10 年間追跡した研究では、他者

との交流が週１回未満になると要介護リスクが、月１回未満になると死亡リスクが有意に

上昇していた（斉藤 2015）。2010 年に発表された 148 論文を扱ったメタ分析によれば、社会

的な交流の乏しさは総死亡に対して喫煙と同程度の影響力をもつことが報告されている

（Holt-Lundstad 2010）。英国政府は社会的孤立や孤独による国の経済的損失が年間 320 億ポ

ンド（約 4.9 兆円）に上ると推計し、2018 年 1 月に｢孤独担当大臣｣を新設した。 

一方で、社会的孤立の健康への影響は、人々をとりまく医療を含む制度・政策や、婚姻の

文化や近隣住民の助け合い、社会参加のしやすさなど多様な社会的決定要因が影響してい

ると考えられるため、国による差は大きいと考えられる。政策的・実践的には国家間での社

会的孤立による健康リスク（ハザード）比の相違・多少に加えて、孤立傾向にある高齢者の

割合と実数を考慮した当該社会におけるインパクトがどのように異なるのかを明らかにす

ることが有益だと考えられる。 

 

２．研究の目的 

本研究では、JAGES と ELSA という日英の高齢者を対象にした大規模疫学調査データを

用いて、日英間で(1)孤立状態に陥る高齢者の基本属性（性別や年齢、教育年数や職業歴、経

済状況や住環境など）に相違があるのか、(2)高齢者の社会的孤立が死亡や身体機能等の健

康状態へ及ぼす影響に相違があるのか、(3) 社会的孤立によって健康喪失した高齢者数（集

団寄与危険度）はどの程度なのか等を検討する。なお、本研究では個票データを用いるため、

社会的孤立を他者との交流頻度からだけでなく、Scharf index (Victor et al. 2009) や Isolation 

measure score (Wenger et al. 2004) など多様な指標に基づいて多面的に検討する。 

 

３．研究の方法 

日英の高齢者を対象にした大規模疫学調査として、JAGES（日本老年学的評価研究： 

Japan Gerontological Evaluation Study）と、ELSA（English Longitudinal Study of Ageing）の調

査データを用いて、社会的孤立が高齢者の健康に及ぼす影響と関連要因に関する国際比較

研究を行った。その際に、集計値の比較ではなく、個票データに基づいて、高齢者の社会的

孤立がその後の死亡や口腔ケア、喫煙、飲酒、肥満や睡眠、抑うつなどの健康指標に及ぼす

影響とインパクトなどを分析した。 

JAGES では、2010 年以降３年おきに 10 万人以上の要介護認定を受けていない高齢者を

対象にした質問紙調査を実施している（Wave 1～3）。一方、ELSA は 2002 年以降２年おき

に約１万人前後の高齢者を対象に調査データを蓄積している（Wave 1～8）。両調査ともに社

会的孤立および多様なアウトカムに関する変数が把握されている。ELSA のデータは一般公



開されているが、本研究に際して、2019 年上半期に研究分担者らとともに、社会的孤立の

操作的定義および研究デザインについて論議を重ね、渡英したうえで、University College of 

London にて、本分析にかかる研究打ち合わせ・意見交換を行い、文化的な背景等を考慮し

た変数のハーモナイゼーションを実施した。並行して、2019 年には JAGES の Wave 4 調査

の一部として、社会的孤立や社会関係に関して日英比較が可能な設問を追加した質問紙調

査を実施であったため、JAGES のコアメンバーとして調査全体を統括し、小坂教授および

東北大学事務局メンバーを中心に質問紙作成を行った。 

本研究は社会福祉学、歯科保健学、運動疫学、公衆衛生学、理学療法学など学際的かつ多

様なバックグランドをもつメンバーで構成されている。社会的孤立がもたらす健康アウト

カムは多様であるため、それぞれの専門領域から手分けをして解析を進める。考慮すべき交

絡要因は多岐にわたるが、欠損データの補完方法を含めて、国際誌でも通用する標準的な統

計手法を採用し、推計のバイアスを最小にする努力を最大限行なった。 

 

４．研究成果 

本研究を通じて、８本の論文（うち、６本は査読付きの国際誌）を発表することができた。

たとえば、2010 年から 2016 年にかけての高齢者の社会的孤立に関する推移を社会的孤立の

対策先進国である英国と比較したところ、英国ではほぼ横ばいもしくは改善傾向が確認さ

れたのに対して、日本では徐々に悪化していること、特に親戚付き合いの希薄化が顕著であ

ること (Tsuji et al. 2020）、日英ともに社会的孤立は抑うつ傾向発生に有意な関連があるが、

日本では子どもとの交流の乏しさと社会参加の乏しさが密接に関連していること（Noguchi 

et al. 2021）、そのほか、高齢期の口腔衛生（残歯数・義歯装着）や喫煙・禁煙とも有意な関

連が認められること (Koyama et al. 2021；Ikeda et al. 2020）、日本社会では孤立しがちな高齢

者が顕著に多いため、深刻な孤立状態による早期死亡が英国では 1800 人程度に対して、日本は

年間 1.8 万人程度に及ぶこと（Saito et al. 2021）などが確認された。日本での社会的孤立対策の

推進が一層必要であることを示唆するものといえる。 
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